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議事録（概要） 

会議名 令和 8 年度 第 1 回芦屋町子ども・子育て会議 

会 場 芦屋町役場 4 階 44 会議室  

日 時 令和 8 年 9 月 30 日（水）15:00～16:00 

委員の出欠 

委員長 宮村 杉江 出 委員 末廣 由香里 出 

副委員長 小田 香織 出 委員 三木 友妃代 出 

委員 山﨑 香織 出 委員 松田 宏志 出 

委員 岡本 喜美 出 委員 渡辺 里美 出 

委員 藤村 恵美 欠 委員 森 真奈美 出 

委員 松村 佐織 出 委員 木本 拓也 出 

委員 楠木 大二郎 欠    

傍聴者 なし 

件名・議題 

議事 

(1)委員長・副委員長の選出 

(2)芦屋町こども計画 令和 7 年度実績報告等について 

(3)保育所等の利用定員の変更について 

(4)その他 

合意事項 

決定事項 

(1) 委員長に宮村杉江委員が、副委員長に小田香織委員が選出され、承認

された。 

(2) 特になし。 

(3) 意見なし。 

(4) 特になし。 
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令和 8 年度 第 1 回 芦屋町子ども・子育て会議 議事録 

 

１ 開会 

２ 議事 

（1）委員長・副委員長の選出について 

  委員長に宮村杉江委員が、副委員長に小田香織委員が選出され、承認された。 

 

 (2) 芦屋町こども計画 令和 7 年度実績報告等について 

 【事務局による説明】 

  ※資料 1～3に基づき説明を行った。 

 

 【質疑・意見等】 

（委員） 

取組結果において、「Ｂ」評価となっているもので、主なものの説明をお願いした

い。 

  

 （事務局） 

  「幼児教育・保育と学校教育の円滑な接続の推進」に関して、小学校教員による保育

所・幼稚園への訪問は全園を対象に実施されているが、保育所・幼稚園の年長児及び

教員による小学校の授業参観は年間で 1校のみとなっているため、「Ｂ」評価としてい

る。 

 

 （委員） 

  保育所及び幼稚園と学校との調整の関係で、結果的に 1 校のみとなっているが、今後

は 3 校とも実施できると考えている。（学校教育課長） 

   

（委員） 

支援が必要なこどもへの対応について、問題が見受けられれば、こども家庭センターに

通告することとされているが、ある程度の支援が必要ではあるが通告までの必要がないこ

どもへの対応については、マニュアルがあれば、地域でもこどもへの支援が可能である。 

また、子ども食堂の補助金について、人数が当初の 20 人から 50～60 人程度までに増え

てきている状況にあり、1 回 1 万円の補助では運営が困難となっている。利用児童数に応

じた補助額としてほしい。 

 

 （事務局） 

支援が必要であるが通告までの必要のないこどもを支援していくことが、地域であ

り、子ども食堂の一つの役割と考えるので、現在、行っている支援を続けてほしい。虐

待など、行政の介入が必要な場合に、こども家庭センターへの通告をお願いしたい。 

補助金に関しての意見については、検討課題とさせていただく。 
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（3）保育所等の利用定員の変更について 

 【事務局による説明】 

  ※資料 4 に基づき説明を行った。 

 

 【質疑・意見等】 

  なし 

 

（4）その他 

委員（学校教育課長）から小学校 3 校のクラス数について、「現在、芦屋小学校・芦

屋東小学校は全学年 1クラスであるが、山鹿小学校についても、令和 10年度の 1年生

からは 1クラスになる予定である。」との情報提供が行われた。 

 

【事務連絡】 

（事務局） 

① 次回の会議について…令和 9 年度（時期未定） 

② 報酬・費用弁償について 

 

３ 閉会 


